
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年 ５月１９日 

学校名  福井市豊小学校    

校長氏名 齋藤 康治      

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 豊地区の環境、地球環境について学習します。 

② 学校での節電、節水に努めます。 

③ 地域と連携して、資源回収等、リサイクル活動に努めます。 

２ 取組内容 

 ①総合的な学習の時間を使った環境学習 

  ・5 学年を中心に、狐川、八幡山の自然環境、校区全般における環境の調査を行い、それらを通じ 

て豊地区の環境をよりよくしていくためのアイディアや心構えがもてるようにしていきます。ま 

たそれらを、学習発表会を通して、下学年に伝えていきます。 

 ②節電・節水の取り組み 

  ・環境委員会の活動として、校舎内の見回りを行い、節電・節水がなされているかを調べ、結果発表

をし、校内に節電・節水を呼びかけていきます。 

 ③地域と連携しての分別回収、清掃活動 

  ・新聞・雑誌等古紙の回収を豊教育振興会や地域と連携して実施します（年 2 回）。また学校の取り

組みとして、毎月 1 回アルミ缶回収を行います。夏季休業中には親子で参加する、学校清掃を実

施します。  

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 ③の、年 2 回行われる資源回収、毎月 1回のアルミ缶回収、親子での学校清掃活動を通じて、自分の仕

事に責任をもち、地域の様々な人との関わりや協力を大切にしながら、主体的に取り組もうとする態度

を養う。（つながりを尊重する態度・進んで参加する態度） 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年１月２３日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名   豊小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

1. 豊地区の環境、地球環境について学習します。 

2. 学校での節電、節水に努めます。 

3. 地域と連携して、資源回収等、リサイクル活動に努めます。 

２ 取組内容 

①総合的な学習の時間を使った環境学習【5 年生】 

・町、八幡山、狐川の 3 方向に分けて、それぞれの環境の実態を調査しました。 

 
＜町グループ＞        ＜八幡山グループ＞       ＜狐川グループ＞ 

・町を 3コース（月見、みのり、 ・ゲストティーチャーを招いて、  ・ゲストティーチャーを招いて 

花堂）に分け、それぞれゴミ、  野鳥や昆虫の観察をしたり、    狐川の水質調査や水生生物の 

におい、騒音のチェックを行   カラスの檻の見学をしたりし    観察をしました。 

いました。           ました。 

②節電・節水の取り組み【環境委員会】 

  ・環境委員会の活動として、校舎内の見回りを行い、節電・節水がなされているかを調べました。ま

た節電・節水を呼びかけるポスターを作成し、掲示しました。 

 
 

 

  

③地域と連携しての分別回収、清掃活動 

  ・新聞・雑誌等古紙の回収を豊教育振興会や地域と連携して実施しました。（6 月 1 日、11 月 9 日）

また学校の取り組みとして、毎月 1 回アルミ缶回収を行いました。夏季休業中には親子で参加す

る、学校清掃を実施しました。（8 月 23 日） 

 



 

 
    ＜資源回収＞         ＜アルミ缶回収＞        ＜クリーン作戦＞ 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

③の、年 2回行われる資源回収、毎月 1回のアルミ缶回収、親子での学校清掃活動を通じて、自分の仕事

に責任をもち、地域の様々な人との関わりや協力を大切にしながら、主体的に取り組もうとする態度を養

うことができました。（つながりを尊重する態度・進んで参加する態度） 

３ 

見
直
し 

 

【具体的効果】 

①第 5 学年のパワフル学習（総合的な学習の時間）では、身近な山や川を中心とした調査活動を通

して、普段は気がつかなかった校区の環境の実態について深く考えることができました。また自

分の住む地域に愛着をもち、よりよくしていこうとする気持ちが育ってきました。 

②年 2 回の資源回収、夏季休業中に行った「クリーン作戦」では多くの参加者があり、保護者、児

童、教員が一体となって地域のために働くことができました。 

【改善点】 

①環境委員会の「エコパトロール」を強化し、全校的に、節水、節電等のエコ活動に対する意識を

強めていきたい。 

②エコに対する意識を家庭にも持ち込めるように学校での活動を工夫し、家での節電節水に対する

意識も高めていけるような取り組みを考えていきたい。 


